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1.は　じ　め　に

織り込み区間では,互いに異なる方向に進む交通流が

交錯するために容量上のボトルネックになりやすい.こ

のような織り込み区間は今後高速道路のネットワーク化

が進むにつれ都市部のインターチェンジやジャンクショ

ンにおいて増加するものと思われる.以上のようなこと

から今後,自動車道を整備してゆくにあたっては,ボト

ルネックとなりやすい織り込み区間の交通容量を道路幾

何構造から推定することが必要である.

本報告は,先に発表した織り込み交通容量の分析1)に,

さらにいくつかの観測データを追加して整理したもので

ある.本稿では,ビデオ撮影による交通観測調査,およ

び車両感知器データから作成した8セットの首都高速道
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路の織り込み区間データを基に,織り込み交通容量を分

析した結果を報告する.

2.調　査　概　要

分析の対象とした織り込み区間の道路交通条件を

表- 1に示す.分析時間帯は上流側に織り込み区間を先頭

とした渋滞が発生しており,下流側には先詰まりのない

時間帯をとった.ただし堀切区間では6号線からの流入

部において速度は30-40 [km/時]に低下しているもの

の,常に渋滞列が存在していたわけではなく,完全な容

量状態ではなかった.

なお,車両感知器を解析に用いた区間では大型車混入

率および織り込み交通量が車両感知器からは求められな

いため,池尻,新木場においては感知器データ収集日と

表-1　織り込み区間道路交通条件

区間　観測日時　車線数弓慧戸(｡cuYh, VR R覇芸芦芸芸笠数慧監値　区間梱図

驚f･-,,J;菅Ⅰ･C･ 1195発｡惣o(VTR) 3　800　5203　0･418 01318 14･9　3･53　2･76　…＼二と/

AR%Of"言辞茶屋OFF諾8e8te2C/t8oIヲ･10･12 2　830　4110　0･304 0･374 30･0　2･08 1145 ;ア~=二.ミ…

池尻ON一三軒茶屋OFF 1989 5/28-6/3　　2　　830　　4055　　0.309　0.315　30.0　　2.54　　1.51　　2

( 3号下り)　　　(Detector)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

2

ユー　　　2

欝狩Ⅰ･C･一紙C･三男㌃手塩lvTR, 3　430　5W7　0･418 0･324 15･9　2･29　2･97　…＼ー/22

新木場ON-葛西Ⅰ.C. 1988 2/8,9,10,12　3　1045　　6406　　0.245　0.328　23.0　　2.00　　1.51　1

(湾岸下り)　　　(Detector)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

＼＼=~ //ミ

LLD

小菅Ⅰ.C.一堀切1.C.　1991 1/24　　　　　4　　　840　　6207　　0.586　0.475　9.20　　2.73　　　3.0

(中環上り)　　　　6: 15-7: 15(VTR)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

笈巽冨管,　壬謂認喜温, 2　2鮎　4324　0･35 0･2476･30 1･74　310　…＼丁/呈

誤買品習,　去驚喜塩等ttot) 2　8防　4297　0･4790･1333･87　2･11 2･73 ;＼丁/三

症) 1.区間長はHCMで定義されている長さをとった.

2.大型車当量-1.5 〔pcu′大型車〕

3.小菅Ⅰ.C∴堀切Ⅰ.C.区間の車線数は, 4車線として織り込み影響係数を算出した.
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図-1　織り込み比率(VR)と総交通量(Ⅴ)の関係
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(注)各織り込み区間とも3種類の1車線当り交通容量
を持つが,上,中,下段値はそれぞれ大型車当量
を1.7, 1.5, 1.3 [pcu/大型車]とした場合の値

である.

(注)区間長はHCMで定義されている長さをとった.
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図-2　1車線当りの交通容量と織り込み区間長との関係

は異なる日に別途現地調査を行い,竹橋,谷町区間につ

いては第19回首都高速道路0-D調査報告書2)を使用して,

大型車混入率と織り込み交通量を推定した.

3.交通容量と区間長･織り込み比率の関係

図-1は,各5分間単位の総交通量(容量)と織り込み

比率(VR)との関係を表したものである.図中の交通量

は,観測された5分間交通量を単純に12倍して時間換算

した後大型車当量を1.5 [pcu/大型車]として大型車混入

率で補正したものである.新木場,小菅,竹橋,谷町区

間については,観測時間帯の平均の織り込み比率しかわ

かっていないので,総交通量と織り込み比率の平均値を

1点のみプロットしてある.

図-2は, 1車線当りの交通容量の平均値と織り込み区

間長との関係を見たものである.堀切区間では6号線か

らの流入部において常に渋滞列が存在していたわけでは

ないので,この区間の容量は多少観測交通量よりも大き

いものと思われる.また小菅区間では車線数を4車線と

しているが,この区間は多重織り込み区間であり,小菅

Ⅰ.C-小菅オンランプ間の黄緑数は実際に3車線である.
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(注)各織り込み区間とも3種類の1車線当り交通容量
を持つが,上,中,下段値はそれぞれ大型車当量
を1.7, 1.5, 1.3 [pcu/大型車]とした場合の値

である.
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図一3　1車線当りの交通容量と織り込み比率の関係
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(注)各織り込み区間とも3種類の1車線当り交通容量
を持つが,上軌下段値はそれぞれ大型車当量
を1.7, 1.5, 1.3 [pcu/大型車]とした場合瑚直

である.
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図-4　1車線当りの交通容量とRの関係

したがって,織り込み区間全体にわたって4車線区間で

はなく, 1車線当りの交通容量は総交通量の1/4よりも若

干多いものと考えられる.以上を考慮すれば,竹橋区間

を除いては区間長が長くなるほど, 1車線当りの交通容

量が,多少増加する傾向がありそうだ.

図-3は, 1車線当り交通容量と織り込み比率の関係を

見たものであるが,堀切と小菅区間の1車線当り交通容

量が若干大きくなるであろうことを考慮すると,織り込

み比率に対する感度は余り高くはないようである.図-4

は, 1車線当り交通容量とRの関係を見たものであるが,

同様に容量のRに対する感度も高くはないといえる.

(R- 2つの織り込み交通量の内小さい方の織り込み交

通の全織り込み交通量に対する比率)

4.単路容量との比較

これらの織り込み区間における交通容量を首都高速道

路の単路部の容量と比較するために,上流側に十分な交

通需要があり下流側に合分流がないという単路部の条件

l日日川HJ川川‖1日日日川日日川川日日1川HJJ)日日lJlJ)日日川川川川JH川=川川川日日日日川IHI川川川川1日日日川川川川川日日11日日日川川日日日lJHJ

19



612　　　43巻12号(1991. 12)

～

生　産　研　究

研　　究　　速　　報1川日日HH川=JHllHJHJHHHJJHHHlH日日川)日日日日川日日JJJIJJJ日日=IlJJ)HJJHl川I日日日日11川川川川HJI川川日日II川川

[牽僻N＼曹＼和]朝型裾患

[qJLuH]世職

18　20　22　24

80

60

40

20

0

∴∴十._十∴∴

0　2　4　6　8　10　12　14　16　18　20　22　24

時　刻

図15　箱崎-両国区間における総交通量と速度の時間変化

を満たす2区間(箱崎IC-両国IC,昭和島IC一空港OFF)

において容量を観測した.データとしては1988年2月8

日から10日までの3日間の車両感知器データを用いた.

図-5に,箱崎一両国区間における総交通量と速度の時

間変化を示す.ボトルネックである箱崎ICからの発進流

率は,午後は安定して約4200-4300[台/時ノ2車線]であっ

た.両区間において,大型車当量を1.5[pcu/大型車]と

仮定すると, 2車線単路部の交通容量は約4600[pcu/時/

2車線]程度であると推定される.仮に1車線当りの単

路容量が, 2300[pcu/時/車線]であるとして,織り込み

区間の交通容量を単路部と比較すると,織り込み容量は

表-2のようにおおむね10-20%低い値であった. (小菅

区間がきわめて低いのは第3節で述べた多重織り込み区

間のためと思われる.)

5.織り込み影響係数の分析

図-6は,織り込み区間において各5分間の交通量を用

いて,織り込み影響係数(汰)の観測値とHCM-65による

推定値3)の平均値を比較した図である.

織り込み影響係数(k)とは, 2つの織り込み交通量の

うち小さい方の織り込み交通流内の織り込み乗用車1台

表-2　織り込み区間と単路区間の交通容量の比較

区間名 ��H.異�-ﾘｾhｭIvY|｢�単路容量に対する比率 
[pcu/時] 窒R��

堀切 鉄#�2�75.4 

池尻88 鼎����89.3 

池尻89 鼎�SR�88.2 

箱崎 鉄��r�85_6 

新木場 田C�b�92.8 

小菅 田#�r�67.5 

竹橋 鼎3#B�94.0 

谷町 鼎#途�93.4 

注)単路区間の容量は, 2300[pcu/時/車線] ･車線数から求

めた｡
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観測k値の平均値

図- 6　織り込み影響係数(k)の観測平均値と推定平均値の比較

(矢印は大型車当量を1.7, 1.5, 1.3 [pcu/大型車]と

変化させた場合の平均値の移動を表す)

がその他の交通流中の乗用車何台分に相当するかを表し

た値4)で,織り込み影響係数で割増しした割増し交通量

(Ⅴ′)との間に次のような関係を持つ.

V'-V+(k-1)･V･VR･R (1)

Ⅴ′-割増し交通量[pcu/時]

Ⅴ -総交通量　[pcu/時]

k-織り込み影響係数

VR-織り込み比率

R-Weaving Ratio

- 2つの織り込み交通量の内小さい方の織り込み

交通量の織り込み交通量全体に対する比率

式(1)よりk値を計算するためには, Ⅴ′, Ⅴ, VR, Rの

値が必要となる. V, VR, Rは,観測された方向別交通

量を大型車当量で補正して求め,割増し交通量(Ⅴ′)の
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図-7　池尻区間における織り込み影響係数のVRとRに対す

る感度

値は, k値の推定を織り込み区間が容量状態になってい

る時間帯に行うので,単路部の容量を用いた.式(1)よ

り求められた影響係数をk値の観測値と呼ぶことにする.

図-6の矢印は,大型車当量を1.7, 1.5, 1.3 [pcu/大

型車]と変化させた場合に織り込み影響係数がどのよう

に変化するかを表している. HCM-65の推定値の平均

は,その推定グラフの性質から大型車当量が小さくなる

と織り込み交通量も小さくなるので,どの区間において

ち,推定k値は,大型車当量が小さくなるにつれ小さくな

る.一方,観測値の動きは,観測した単路区間と織り込

み区間の大型車混入率の大小によって割増し交通量

[栗轟Z＼哲＼載]朝型尉宝

研　　究　　速

16:00　　18:00　　　20:00

時　刻
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図- 8　池尻一三軒茶屋区間の総交通量と速度の時間変動

によってさまざまである.図-6より影響係数の観測値と

推定値との差は, 1.5 [pcu/大型車]を用いた場合,約

0.5-1.0の範囲内であることがわかる.

表-1にあるように竹橋,谷町区間では, Rがほかの区

間に比べて小さく, 2つの織り込み交通量がどちらかに

大きく偏っている.したがって少ない方の織り込み交通

量の当量であるk値も,大型車当量に対して非常に敏感

である.

図-7は,池尻区間(1988年)において,各5分間交通

量から求められた影響係数の観測値と織り込み比率

(VR), Rとの関係を表した図である.

観測k値とVR, Rの顕著な関連性は見られない.池尻区

間(1989年)のデータからは,織り込み比率(VR)が同

じ値であれば, Rが小さいほど影響係数が大きくなる傾

向が,一方Rが同じくらいの値であれば,織り込み比率

(VR)が大きいほど,影響係数は小さくなる傾向が見ら

れたが1), 1988年のデータからは明らかな関係はみられ

ない.

6.交通容量の変化

図-8は, 3号線下り池尻一三軒茶屋区間の総交通量の

時間変動を表している.この織り込み区間を先頭とする

渋滞が午後6時少し前から始まり,速度が60 [km/時]

程度から30-35 [km/時]に徐々に低下している.渋蒋の

開始前には交通量が約4000 [台/時]程であったが,渋滞

の開始とともに,多少低下する傾向が読み取れ,渋滞後

の容量は約3700-3800 [台/時]となって安定している.

同様の現象は,車両感知器データを収集した4日間とも

観測された.

都市間高速道路のトンネル入口やサグを頭とする自然

渋滞においても,ボトルネック容量が渋滞開始とともに

低下することが報告されており5),興味深い類似現象で

ある.

(Ⅴ′)と総交通量(Ⅴ)が異なった変化をするため,区間

日日川川川日日川日日日日1日日日HllJI日日日日日日)日日日日lH川川日日川日日川】川川lH日日I‖lJHIHHI=llJHl川日日川川=川川川IlH日日lHl日日‖
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